
一般社団法人広島県作業療法士会 賛助会員規程

（賛助会員）
第１条 一般社団法人広島県作業療法士会定款第６条第２号に従い、本会の目的

に賛同し、これを援助しようとする個人叉は法人は、入会申込書を会長
に提出し、理事会の承認を経て本会の賛助会員となることができる。

（入会申込書の受理）
第２条 賛助会員の入会申込書は、以下の条件を満した時に受理するものとする。

１ 法人会員 本会の目的に賛同し、これを援助しようとする法人
２ 個人会員 本会の目的に賛同し、これを援助しようとする個人 なお、

作業療法士・理学療法士・言語聴覚士の入会は以下の条件を基準とする
①広島県内に勤務・在住する作業療法士は、正会員として入会すること
②広島県外に勤務する作業療法士・理学療法士・言語聴覚士は、勤務先の
都道府県各士会に入会した後に、当会の賛助会員となることができる

③広島県内に勤務・在住する理学療法士・言語聴覚士は、それぞれの県士
会に入会した後に、当会の賛助会員となることができる

（賛助会員の会費）
第３条 賛助会員をＡ会員、Ｂ会員、Ｃ会員に区分し、会費を次のとおりとする。

Ａ会員 年額 ３０，０００円（法人）
Ｂ会員 年額 １８，０００円（法人）
Ｃ会員 年額 ２，５００円（個人）

２ 会費の納入は原則として、当該年度の６月末日までとする。
（賛助会員の特典）
第４条 法人である賛助会員は、次の特典を受けることができる。

１ 本会が発行する会報に広告を、無料で掲載することができる。
Ａ会員 会報紙面１ページの４分の１
Ｂ会員 会報紙面１ページの８分の１

２ 本会が主催する研修会等に以下の人数は会員料金で参加できる。
Ａ会員 ５名まで
Ｂ会員 ２名まで
Ｃ会員 本人のみ

３ 法人会員は本会が主催する研修会等の休憩時間等を利用し、年１回を限
度として、広報活動ができる。

４ 第３項の広報活動に使用する時間等は、主催者側の指示に従うものとす
る。

（規程の変更）
第５条 この規程の変更は、理事会の議決によらなければならない。

附則
この規程は、平成２５年９月１日から施行する。
この規程は、平成２７年１１月２９日に一部改訂し、同年１１月３０日より施

行する。

入会を希望される方は、入会申込書に必要事項を記入し、入会申込書を事務局
まで郵送して下さい（ＦＡＸは不可です）。
年会費の払い込みは入会申込を受け取った後、ゆうちょ銀行郵便振替払込書等

を郵送いたしますので、そちらで入金してください。

※個人情報の利用目的※入会申込書に記入された個人情報は、当会の活動（主に
①入退会等の異動②会員名簿の作成③年会費等の管理④研修会等の申込管理と日
本ＯＴ協会（番号記入者のみ）の生涯教育ポイント申請⑤会報等の発送信 等）
にのみ利用し、これ以外に利用する場合は、事前に利用目的を示した上で各個人
の承諾を得て利用します。

※入会申込書を送る際は、下の点線部分を切り取って封筒にお貼り下さい

〒７３１－３６２２ 【問い合わせ先】
山県郡安芸太田町下殿河内１３１－２ (一社)広島県作業療法士会
広島県ＯＴ会 事務局 馬場孝 行 事務局 馬場 孝

TEL：０９０－５３７７－９９２２
【賛助会員入会申込書在中】 ﾒｰﾙ：jimusho@hiroshima-ota.jp



別記第２号様式（第３条関係）

一般社団法人広島県作業療法士会 賛助会員入会申込書

私は一般社団法人広島県作業療法士会に令和 年度より入会いたしたく、

会費を添えて申し込みます。

令和 年 月 日

一般社団法人広島県作業療法士会長 様

入 会 承 認 年 月 日 会長 事務局 財務部

令和 年 月 日 印 長 印 長 印

ふ り が な 賛助会員種別

氏名又は法人名 印

〒
法 所 在 地

人
電 話 番 号 ＦＡＸ番号

の
営業所・部課名

(営業所等で入会される場合のみ)
場

法人代表者職氏名
（営業所等は所長等責任者名）

合
担当者職氏名

（当会との連絡担当者）

〒
個 現 住 所

人
職 業 自 宅 電 話

の
勤務先名称

場 勤務先住所 〒

合 勤務先電話 勤務先FAX

連絡事項（作業療法士・理学療法士・言語聴覚士の方は、所属する都道府県士会名をご記入下さい）

太線の中のみ記入ください 用紙サイズはＡ４版とする


